
第７期神戸市介護保険事業計画策定に
向けての実態調査結果（概要）

在宅高齢者実態調査

世帯構成

36%

28%2%

16%

13%

5%

１人暮らし

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）

息子・娘との２世帯

その他

無回答

単身世帯が36％、ともに65歳以上の夫婦のみ二人世帯が28％となっている。
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N=3,352



25.4%

5.7%

5.2%

4.4%

59.7%

0% 20% 40% 60% 80%

子ども（息子・娘）

孫

兄弟姉妹

その他

いない

近隣に居住する親族

歩いて15分以内ぐらいの距離に住んでいる親族はいるかたずねたところ、「いない」と回答
した割合は約６割となっている。
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N=3,352
n=3,196

収入／貯蓄額

40%

40%

30%

16%

10%

13%

12%

8%

18%

18%

11%

8%

8%

11%

8%

13%

13%

12%

21%

20%

13%

10%

15%

8%

15%

18%

23%

28%

30%

25%

23%

23%

7%

6%

10%

21%

33%

35%

38%

34%

7%

6%

5%

7%

6%

6%

4%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満

50万円以上、100万円未満

100万円台

200万円台

300万円台

400万円以上、600万円未満

600万円以上、1000万円未満

1000万円以上

貯蓄はない

100万円未満

100万円～300万円未満

300万円～1000万円未満

1000万円～

わからない

世帯収入200万円未満では「貯蓄額はない」が30～40％となっている。世帯収入300万円
以上では貯蓄額「1000万円以上」が約30～40％となっている。
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N=3,352
n=2,767



罹患状況

42.7%
13.6%

18.5%
17.8%

9.0%
10.1%
10.2%

13.3%
25.0%

12.2%
7.2%

3.4%
3.6%

15.2%
3.8%

27.0%
10.5%

13.1%
3.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

高血圧
脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病
糖尿病

高脂血症（脂質異常）
呼吸器の病気（肺炎や気管支炎）

胃腸・肝臓・胆のうの病気
腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）
外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）
血液・免疫の病気

うつ病
認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病
目の病気
耳の病気

その他
ない

病気で最も多いものは、「高血圧」で42.7％、次いで「目の病気」27.0％、「筋骨格の病気
（骨粗しょう症、関節症等）」25.0％、「心臓病」18.5％、「糖尿病」17.8％、「認知症（アルツ
ハイマー病等）」15.2％が多くなっている。
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N=3,352
n=3,177

自宅での治療等

3.8%

2.2%

2.4%

0.4%

3.1%

2.7%

0.8%

1.0%

0.4%

0.6%

8.4%

1.5%

17.5%

3.4%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

点滴

カテーテル（失禁への対応のため）

経管栄養療法（管による栄養補給）

中心静脈栄養

在宅酸素療法（酸素の補給）

褥瘡処理（床ずれの治療など）

透析

人口肛門

気管切開

モニター測定

浣腸や摘便（便秘の治療など）

喀痰吸引（たんの取り除き）

その他

わからない

自宅で医師等による治療や指導を受けている方は21.4％。自宅で受けている医療の種類と
して最も多いのは、「浣腸や摘便」8.4%、次いで「点滴」3.8%、「在宅酸素療法（酸素の補
給）」3.1%、「褥瘡処理」2.7%が多くなっている。
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N=716
n=271



67%

77%

26%

14%

7%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ歯科医

かかりつけ薬局

ある
ない
無回答

かかりつけ歯科医・薬局
約７割の方が、かかりつけ歯科医師が「いる」と回答している。
約８割の方が、かかりつけ薬局が「ある」と回答している。
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N=3,352

N=3,352

24.1%

8.9%

4.7%
35.9%

15.7%

10.7%

列1

半年に１回受けている

１年に１回受けている

２～３年に１回受けている

定期的には受けていない

受けたことがない

無回答

歯科検診の受診率
約33％の方が１年に１回以上歯科検診を受診している一方、「定期的には受けていない」
「受けたことがない」が合わせて約５割となっている。
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N=3,352



24.2%

18.6%
41.7%

11.3%

4.2%
列1

ほとんど外出しない

週１回

週２～４回

週５回以上

無回答

外出頻度
「週に２～４日」が41.7％と最も多い。「ほとんど外出しない」と「週１回」を合わせると42.8％
となっている。

8

N=3,352

20.2%

39.6%

21.4%

13.5%

5.3%

列1

とても減っている

減っている

あまり減っていない

減っていない

無回答

外出の増減
昨年と比べて外出の回数が減っているかどうかをたずねたところ、「とても減っている」
「減っている」が合わせて59.8％となっている。「あまり減っていない」「減っていない」は合わ
せて34.9％となっている。
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N=3,352



55.1%
31.7%

6.2%

2.4%
4.6%

列1

とても不安である

やや不安である

あまり不安でない

不安でない

無回答

転倒に対する不安
「とても不安である」と回答した方が55.1％となっている。これに「やや不安である」を合わせた
86.8％の方が転倒に対する不安を持っている。
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N=3,352

身体状況

22%

25%

24%

48%

47%

46%

9%

9%

11%

13%

16%

16%

3%

3%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

平成25年度

平成22年度

何も使わずに普通に歩くことができる
杖や歩行器等を使えば一人で歩くことができる
他人の介助を受ければ歩くことができる
歩行は困難で、移動するには自走用又は介助用の車いすが必要
移動はできない

N=3,352
n=3,173

前回調査と比較して、（A)「杖や歩行器等を使えば一人で歩くことができる」が1ポイント増加
し、（B)「何も使わずに普通に歩くことができる」が3ポイント減少している。（A)（B)を合わせた約
７割の方が１人で歩くことができると回答している。
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N=3,487
n=3,273

N=3,478
n=3,287



0.4%
1.8%

3.2%
5.7%

2.0%

59.9%

27.0%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

趣味のグループへの参加頻度
趣味のグループには、13.1％の方が参加しているが、約６割の方は「参加していない」と回
答している。
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N=3,352

15.1%

10.9%

59.9%

19.3%

4.9%

11.6%

3.7%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

どのようなグループがあるか分からない

参加したいグループがない

体力がない、病気など体の具合がよくない

人付き合いがわずらわしい

入ろうと思う団体に友人・知人がいない

金銭的に余裕がない

時間に余裕がない

その他

会・グループに参加していない理由
いずれの会・グループにも参加していない方に参加していない理由をたずねたところ、「体力
がない、病気など体の具合がよくない」が最も多く59.9％となっている。「どのようなグループ
があるか分からない」と答えた方は15.1％となっている。
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N=1,537
n=1,508



48.5%

18.3%

15.0%

3.2%

21.5%

29.1%

13.9%

24.9%

8.7%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

健康体操

創作活動（手工芸）

健康講和

世代間交流（保育園児や学童などと交流）

音楽活動（歌唱や楽器演奏）

お茶とおしゃべり

文化活動（習字・俳句・川柳など）

脳トレーニング

室内ゲーム

その他

7.6% 39.0% 44.2% 9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

地域住民によるグループ活動への参加希望

約５割の方が、「参加したい」又は「参加してもよい」と回答している。参加したい又は参加してみ
たい活動は、「健康体操」が48.5％と最も多く、次いで「お茶とおしゃべり」29.1％、「脳トレーニン
グ」24.9％、「音楽活動」21.5％が多くなっている。
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N=1,747

○地域住民の有志による健康づくり活動や趣味等のグループ活動に参加したいか。（要支援者のみ）

○参加したい又は参加してもよいと思うグループ活動

N=814
n=739

3.8%

3.3%

0.5%

1.9%

0.7%

0.5%

1.3%

0.6%

0.9%

1.5%

76.1%

0% 20% 40% 60% 80%

地域の行事、ふれあい給食・ふれあい喫茶などの手伝い

道路・公園などの清掃、防災・防犯などの活動

施設での介助

ひとり暮らし高齢者の訪問（安否確認、話し相手など）

認知症の高齢者の話し相手

家事援助（食事・掃除・洗濯・買い物など）

ゴミ出しや分別の手伝い

高齢者の外出や通院の付き添い

地域の子どもたちとの交流（通学時の見守りや子育て… 

その他

参加していない

地域で参加しているボランティア活動 ＜要支援者＞

地域のボランティア活動には、76.1％の方が「参加していない」と回答している。参加している活
動では、「地域の行事、ふれあい給食・喫茶などの手伝い」3.8％、「道路・公園などの清掃、防
災・防犯などの活動」3.3％、「一人暮らしの高齢者の訪問」1.9％の順に多くなっている。
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N=1,747
n=1,514



19.1%

20.7%

17.7%

24.2%

8.0%

15.0%

5.2%

12.7%

5.6%

2.7%

1.5%

2.2%

3.6%

20.1%

23.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

時間や期間にあまりしばられないこと

身近なところで活動できる

気軽に参加できそうな活動がある

身体的な負担が少ない

友人等と一緒に参加できる

金銭的な負担が少ない

活動情報の提供がある

適切な指導者やリーダーがいる

活動拠点となる場所がある

活動や団体を紹介してくれる

ＮＰＯ団体や自主サークルの立ち上げ支援がある

介護保険サービスを利用するときのポイントが付与される

その他

どのような条件が満たされても参加できない

わからない

ボランティアへの参加条件 ＜要支援者＞

ボランティアに参加したり今以上に参加するための条件をたずねたところ、最も多いのが「身体
的な負担が少ない」で24.2%、次いで「身近なところで活動できる」20.7％、「時間や期間にあま
りしばられないこと」19.1％、「気軽に参加できそうな活動がある」17.7％が多くなっている。一
方、「どのような条件が満たされても参加できない」との回答が20.1％ある。
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N=1,747
n=1,463

「お元気なとき」は「現在の住宅」が64.3％となっている。
「身体が虚弱化したときなど介護が必要となった場合」については、「現在の自宅」は24.3％に減
少し、「特別養護老人ホーム等老人福祉施設」が10.7ポイント、「病院などの医療施設」が13.1ポ
イント増加している。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

虚弱時

元気なとき

虚弱時元気なとき

現在の住宅 24.3%64.3%

利便性の高い都心の住宅 0.9%1.2%

公的な住宅 0.7%1.5%

公的な高齢者向け住宅 5.0%3.2%

民間の高齢者向け住宅 2.0%1.7%

介護付有料老人ホ

ーム等以外の世帯
6.3%2.4%

特別養護老人ホー

ム等老人福祉施設
15.3%4.6%

老人保健施設 3.1%1.1%

病院など医療施設 14.7%1.6%

その他 0.8%0.5%

わからない 16.1%5.9%

無回答 10.8%12.0%

住まいの希望
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(N=3,352)



住まいのバリアフリー化の意向

24.3%

29.3%

31.0%

18.4%

20.4%

18.0%

7.9%

10.3%

10.0%

0.6%

1.6%

1.0%

38.7%

33.2%

30.0%

5.0%

5.3%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

平成28年度

平成25年度

平成22年度

住宅改修をして現在の住まいに住み続
ける
特別養護老人ホームや有料老人ホーム
などに入所する
バリアフリー設備の整った公営住宅等
に住み替える
バリアフリー設備の整った民間賃貸住
宅に住み替える
わからない

その他

N=1,513

住まいのバリアフリー化が「十分だと思わない」と回答した方に、今後の意向をたずねたところ、
「住宅改修をして現在の住まいに住み続ける」が24.3％、「特別養護老人ホームや有料老人ホー
ムなどに入所する」が18.4％となっている。
前回調査との比較では、「住宅改修をして現在の住まいに住み続ける」が5.0ポイント減少してい
る。
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N=1,547

N=1,708

21.9% 29.2% 17.0% 8.8% 2.7%
0.8%0.4%

19.2%

５万円未満 ５万円以上10万円未満 10万円以上15万円未満 15万円以上20万円未満

20万円以上25万円未満 25万円以上30万円未満 30万円以上でもいい 無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

相部屋

個室

わからない

５万円未満 ５万円以上10万円未満 10万円以上15万円未満 15万円以上20万円未満
20万円以上25万円未満 25万円以上30万円未満 30万円以上でもよい

24.5%

29.3%

特別養護老人ホームの毎月の負担可能額

毎月の支払い可能額は、「5～10万円」が29.2％と最も多く、次いで「5万円未満」21.9％、「10～
15万円」17.0％、「20～25万円」8.8％の順に多くなっている。

個室と相部屋の概ねの負担額を紹介したうえで、個室・相部屋のどちらを選択するかたずねた
ところ、46.2％の方が「個室」、24.5％の方が「相部屋」と回答している。
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N=3,352○特別養護老人ホームに住替えたり、入所する場合、毎月の支払いはいくらまで負担できるか。

○特別養護老人ホームに入所することになった場合に個室・相部屋のどちらを希望するか。
N=3,352
n=2,621

46.2%



インフォーマルサービスの利用

9.3%

8.4%

7.2%

2.5%

6.7%

1.6%

3.3%

1.5%

1.0%

5.8%

46.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

食事、掃除、洗濯やゴミ出しなどの家事援助

配食サービス

食料品、日用品の買い物や宅配

身体の清拭、排泄などの身体介護

乗降車等の介助などの移送サービス

話し相手、見守り

「集いの場」

入院中の身の回りの世話

その他

わからない

使ったことがない

「食事、掃除、洗濯やゴミ出しなどの家事援助」9.3％、「配食サービス」8.4％、「食料品、日用品の
買い物や宅配」7.2％、「乗降車等の介助などの移送サービス」6.7％の順になっている。一方、
「使ったことがない」方が46.7％となっている。

N=3,352
n=2,659
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16.9%

11.9%

24.4%

14.6%

17.5%

17.0%

13.4%

8.1%

23.9%

2.2%

23.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

外出同行（通院、買い物など）

ゴミ出し

見守り、声かけ、話し相手

「集いの場」

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

その他

特になし

在宅生活の継続に必要な支援・サービス
在宅生活の継続に必要又はさらなる充実が必要と感じるサービスをたずねたところ、「掃除・
洗濯」が24.4％と最も多く、次いで「移送サービス」23.9％、「外出同行」17.5％、「ゴミ出し」
17.0％、「配食」16.9％が多くなっている。
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N=3,352
n=2,639



6.5%

53.3%

9.0%

8.8%

22.5%

要介護度、要支援度が改善した 状態を維持している
要介護度、要支援度が悪化した わからない
無回答

通所介護利用者の改善状況
通所介護、認知症対応型通所介護を１年以上利用されている方に、この１年間で状態は改善
したかどうかをたずねたところ、「要介護度、要支援度が改善した」と回答した方は6.5％、「状
態を維持している」が53.3％、「要介護度、要支援度が悪化した」が9.0％となっている。
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N=1,002

 この１年間で、あなたの状態は改善しましたか。（通所介護、認知症対応型通所介護を１年以上利用され
ている方）

34.9%

21.3%

64.1%

9.1%

2.0%

35.5%

10.7%

11.4%

3.3%

3.6%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族

友人・知人

テレビ

ラジオ

インターネット、携帯電話（スマートフォンなど）

新聞

市等の広報紙

雑誌、出版物

講習会・研修（認知症サポーター養成講座など）

その他

特にどこからも得ていない

認知症に関する情報の入手先
認知症に関する情報の入手先として、「テレビ」64.1％、「新聞」35.5％、「家族」34.9％、「友
人・知人」21.3％の順に多くなっている。
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N=3,352
n=3,120



55.6%

16.4%

33.6%

8.8%

0.8%

11.9%

27.4%

1.9%

1.2%

13.0%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家族・親族

友人・知人

ケアマネジャー

こうべ認知症生活相談センター・あんしんすこやかセンター

区役所

介護サービス事業者

医師

民生委員

その他

誰にも相談していない

わからない

列1

認知症に関する心配ごと・相談相手
認知症に関する心配ごとが「ある」と回答した方が約５割おられる。それらの方の認知症に関す
る相談相手は、「家族・親族」が55.6％と最も多く、次いで「ケアマネジャー」33.6％、「医師」
27.4％が多くなっている。一方、「誰にも相談していない」方が13.0％おられる。

24

N=3,352○認知症に関する心配ごとの有無

52.7% 37.2% 10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
はい いいえ 無回答

○認知症に関する心配ごとの相談相手

N=1,767
n=1,657

成年後見人制度の認知度

6.9%

22.6%

29.7%

34.2%

6.6%

よく知っている だいたい知っている
聞いたことはあるが、内容は分からない わからない
無回答

成年後見人制度を「よく知っている」「だいたい知っている」と回答した方は合わせて29.5％と

なっている。一方、「聞いたことはあるが、内容は分からない」「わからない」と回答した方は合
わせて63.9％となっている。
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N=3,352



介護者の状況
主な介護者の続柄は、「子ども」が43.7％、「配偶者」が29.1％となっており、性別でみると、「男性」
32％、「女性」68％となっている。年齢は、「60代」が最も多く27.6％、次いで「50代」21.2％、「70代」
18.3％が多くなっており、「80歳以上」も12.9％となっている。

29.1%

43.7%

6.7%

0.4%

2.2%

2.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

配偶者
子ども（息子・娘）

子どもの配偶者
孫

兄弟・姉妹
その他

0.0%

0.1%

1.3%

6.9%

21.2%

27.6%

18.3%

12.9%

0% 10% 20% 30%

20歳未満
20代
30代
40代
50代
60代
70代

80歳以上

32% 68%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性
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N=1,507
n=1,282

N=1,507
n=1,308

N=1,507
n=1,335

○主な介護者の続柄

○主な介護者の年齢
○主な介護者の性別

11.8%

0.9%

2.0%

0.5%

52.4%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

家族・親族の介護離職の状況
介護のために過去に仕事を辞めた方がいるかたずねたところ、「介護のために仕事を辞めた
家族・親族はいない」が52.4％となっている。一方、「主な介護者が仕事を辞めた」「主な介護者
以外の家族が仕事を辞めた」と回答した方が合わせて12.7％となっている。
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N=1,507
n=1,095



19.3%

5.2%

19.3%

14.9%

4.4%

4.6%

20.4%

36.7%

34.3%

22.0%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

特にない

介護の方法がわからない

もっと介護サービスを利用させたいが、本人が望まない

もっと介護サービスを利用させたいが、制度上利用できない

家族の理解や協力が足りない

相談相手がいない

経済的負担が大きい

心身の負担が大きい

自分の時間がとれない

自分の健康管理ができない

その他

介護者の困りごと
介護者が介護を行ううえで困っていることをたずねたところ、「心身の負担が大きい」が最も多く
36.7％、次いで「自分の時間がとれない」34.3％、「自分の健康管理ができない」22.0％、「経済
的負担が大きい」20.4％が多くなっている。一方、「特にない」と回答した方は19.3％となってい
る。
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N=1,507
n=1,270

6.8%

21.1%

14.6%

8.7%

14.3%

13.3%

2.2%

4.2%

22.3%

2.3%

2.3%

11.7%

4.4%

12.1%

2.9%

7.1%

4.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

屋内の移乗・移動
外出の付き添い、送迎等

入浴・洗身
日中の排せつ
夜間の排せつ

食事の準備（調理等）
食事の介助（食べる時）

服薬
認知症状への対応

衣服の着脱
身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）
医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き
その他

不安に感じていることは、特にない
わからない

介護者が不安に感じる介護等
現在の在宅生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護等についてたず
ねたところ、「認知症状への対応」が22.3％と最も多く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が
21.1%、「入浴・洗身」が14.6％、「夜間の排せつ」14.3%が多くなっている。
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N=1,507
n=1,084



47.7%

30.6%

31.7%

13.3%

8.1%

8.7%

3.3%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要なときにショートステイが利用できるようにする

緊急時に夜間の泊まりができる施設を増やす

24時間対応の在宅サービスを充実する

自分の勤務時間に合わせて、デイサービスやデイケアで介護の対象者
を受け入れてくれる

介護技術や認知症などに関する講習会を開催する

介護者が集まって悩みを話し合ったり、相談できる機会をつくる

その他

わからない

介護負担減のために必要な施策
主な介護者の介護負担を減らすためにどのような施策が必要かたずねたところ、「必要なとき
にショートステイが利用できるようにする」が最も多く47.7％、次いで「24時間対応の在宅サー
ビスを充実する」31.7%、「緊急時に夜間の泊りができる施設を増やす」30.6％が多くなってい
る。
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N=1,507
n=1,214

50.7%

19.5%

3.3%

10.2%

51.2%

16.9%

0.7%

0.4%

10.7%

22.4%

2.2%

1.3%

1.4%

0.8%

7.3%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家族・親族

友人・知人

近所の人、ボランティアの人等

介護が必要な本人

ケアマネジャー

地域包括支援センター

自治体

保健所

介護サービス事業者

医師

病院のソーシャルワーカー

民生委員

勤務先

その他

誰にも相談していない

わからない

介護者の相談相手
介護者の相談相手は、「ケアマネジャー」が51.2％、「家族・親族」が50.7％、「医師」が22.4％、
「友人・知人」が19.5％、「地域包括支援センター」が16.9%の順に多くなっている。
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n=1,309



28.9%

31.3%

11.5%

28.4%

介護保険サービスの見直しやサービス利用者の負担を増やすなどにより、介護保険料を抑制するべき

介護保険サービスの現状を維持する（高齢化が進む分だけ介護保険料は高くなる）

介護保険サービスをさらに充実させる。そのために、介護保険料が高くなっても仕方がない

無回答

介護保険料と介護サービスの考え方
今後の介護保険料について最も近い考えをたずねたところ、「介護保険サービスの現状を維持
する」が31.3％と最も多く、次いで「介護保険サービスの見直しやサービス利用者の負担を増や
すなどにより、介護保険料を抑制するべき」28.9％、「介護保険サービスをさらに充実させる。そ
のために、介護保険料が高くなっても仕方がない」11.5％の順となっている。なお、無回答も
28.4％となっている。

32

N=3,352

介護者が困っていること／認知症自立度

23.5%

3.0%

12.0%

14.5%

2.7%

3.9%

16.3%

20.5%

22.6%

14.8%

6.0%

22.8%

3.5%

16.7%

16.2%

2.8%

4.1%

16.7%

26.6%

25.1%

13.7%

5.1%

17.7%

6.7%

24.9%

13.2%

6.0%

5.1%

20.4%

44.6%

38.4%

25.6%

6.5%

11.6%

8.4%

21.6%

16.3%

6.8%

5.3%

33.2%

58.9%

57.4%

37.4%

8.4%

5.3%

10.5%

36.8%

10.5%

47.4%

73.7%

78.9%

57.9%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特にない

介護の方法がわからない

もっと介護サービスを利用させたいが、本人が望まない

もっと介護サービスを利用させたいが、制度上又は要件上
利用できない

家族の理解や協力が足りない

相談相手がいない

経済的負担が大きい

心身の負担が大きい

自分の時間がとれない

自分の健康管理ができない

その他

自立

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅰ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ, M

介護者が困っていることについて、認知症高齢者の日常生活自立度別に見てみると、自立
及び自立度Ⅰの方と比べて、自立度Ⅱ以上の方は、「経済的負担が大きい」「心身の負担
が大きい」「自分の時間がとれない」「自分の健康管理ができない」が特に高くなっている。
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利用しているサービス／認知症自立度

54.1%

5.4%

8.5%

2.7%

32.7%

25.3%

1.6%

0.3%

0.4%

4.1%

0.1%

41.6%

13.0%

10.3%

6.4%

62.1%

23.5%

2.2%

12.6%

0.9%

37.2%

17.5%

10.8%

11.2%

63.6%

15.2%

4.1%

24.9%

2.6%

2.6%

41.2%

20.6%

20.6%

8.8%

50.0%

8.8%

5.9%

26.5%

5.9%

11.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

訪問介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

訪問入浴介護

通所介護

通所リハビリテーション

認知症対応型通所介護

短期入所

認知症対応型共同生活介護

特定施設入所者生活介護

自立

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅰ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ, M

認知症高齢者の日常生活自立度別に利用している介護サービスを見たところ、自立及び
自立度Ⅰの方と比べて、自立度Ⅱ以上の方は、「通所介護」と「短期入所」の利用が大幅
に増加している。
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N=2,492
n=2,285

認知症サポーターに依頼したいこと／認知症自立度

介護者が認知症サポーターに依頼したいことについて、介護を受けている方の認知症高
齢者の日常生活自立度別に見てみると、自立及び自立度Ⅰの方を介護している介護者と
比べて、自立度Ⅱ以上の方を介護している介護者は、「本人の話し相手」が特に多くなって
いる。
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4.8%

4.5%

0.6%

2.7%

22.3%

5.3%

4.8%

1.8%

2.0%

28.9%

17.5%

6.7%

4.9%

6.5%

46.8%

16.8%

6.8%

3.7%

4.2%

54.7%

10.5%

10.5%

10.5%

0.0%

47.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

本人の話し相手

介護している方への話し相手

短時間（１時間未満）の留守番

「集いの場」などでの話し相手

特に依頼したいことはない

自立

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅰ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ, M

N=1,507
n=1,156



介護者が不安に感じること／認知症自立度

3.6%

24.1%

12.0%

4.8%

7.8%

9.9%

2.1%

1.5%

1.5%

0.6%

14.5%

3.6%

10.8%

9.3%

5.3%

25.8%

15.7%

4.6%

10.4%

16.2%

1.5%

2.3%

2.8%

1.0%

14.7%

4.1%

12.7%

6.3%

8.4%

18.4%

16.3%

11.2%

17.5%

15.4%

1.8%

6.3%

2.8%

3.9%

10.4%

4.9%

12.8%

6.5%

11.1%

16.3%

11.6%

15.8%

21.6%

7.9%

3.7%

5.8%

0.5%

3.2%

5.8%

4.7%

11.1%

6.3%

5.3%

0.0%

15.8%

15.8%

42.1%

15.8%

5.3%

5.3%

0.0%

15.8%

10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

入浴・洗身

日中の排せつ

夜間の排せつ

食事の準備（調理等）

食事の介助（食べる時）

服薬

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

不安に感じていることは、特にない

自立

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅰ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ, M

介護者が不安に感じることについて、認知症高齢者の日常生活自立度別に見てみると、
自立及び自立度Ⅰの方と比べて、自立度Ⅱ以上の方は、「日中の排せつ」「夜間の排せ
つ」「服薬」に対する不安が特に多くなっている。
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